
〔
美
術
関
係
〕

第
31
回
鹿
児
島
県
高
校
写
真

展
２
０
２
４

大
賞

新
田
真

央
（
２―

８
・
市
来
中
）

準

大
賞

東
ゆ
う
（
１―
８
・
吉

田
南
中
）

高
文
連
賞

井
之

上
隼
三
（
１―

８
・
三
島
硫
黄

島
学
園
）

高
文
連
賞

下
玉

利
星
来
（
３―

８
・
紫
原
中
）

高
文
連
賞

中
敷
領
藍
里

（
１―

８
・
桜
丘
中
）

奨
励

賞

白
坂
恵
麻
（
３―

８
・
天

保
山
中
）

第
75
回
鹿
児
島
県
高
校
美
術

展

洋
画

準
大
賞

小
宮
路

海
月
（
３―

８
・
重
富
中
）

デ
ザ
イ
ン

高
校
文
化
連
盟
大

賞

上
村
真
生
（
２―

８
・
甲

南
中
）

洋
画

高
校
美
術
連

盟
大
賞

松
枝
海
翔
（
１―

８
・

田
検
中
）

洋
画

高
校
美
術

工
芸
教
育
研
究
会
大
賞

播
磨

亜
美
（
２―

８
・
川
内
南
中
）

洋
画

高
校
美
術
工
芸
教
育
研

究
会
大
賞

新
田
真
央
（
２―

８
・
市
来
中
）

立
体

鹿
児

島
市
立
美
術
館
賞

平
野
由
唯

（
２―

８
・
武
岡
中
）

洋
画

田
中
一
村
記
念
美
術
館
賞

田
平
新
奈
（
１―

８
・
伊
敷
中
）

洋
画

Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放
送

賞

原
口
璃
々
（
３―

８
・
川

内
北
中
）

洋
画

Ｋ
Ｙ
Ｔ
鹿

児
島
読
売
テ
レ
ビ
賞

上
入
佐

茜
梨
（
２―

８
・
吉
田
南
中
）

２
０
２
４
松
陽
ア
ー
トi

n

ま

つ
も
と

大
賞

上
入
佐
茜
梨

（
２―

８
・
吉
田
南
中
）

人

気
作
品
大
賞

川
野
紘
香
（
１

―

８
・
加
世
田
中
）

第
42
回
吉
井
淳
二
記
念
大
賞

展

Ｋ
Ｙ
Ｔ
鹿
児
島
読
売
テ
レ

ビ
賞

石
原
田
十
恵
里
（
３―

８
・
鴨
池
中
）

〔
吹
奏
楽
関
係
〕

第
12
回
Ｊ
Ｂ
Ａ
ソ
ロ
コ
ン
テ

ス
ト

高
校
生
部
門

金
賞

白
坂
大
稀
（
２―

７
・
皇
徳
寺

中
）

金
賞

東
福
暖
慈
（
１

―

７
・
東
市
来
中
）

金
賞

原
口
七
來
（
１―

７
・
武
中
）

第
50
回
九
州
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

金
賞

藁
谷
梨

（
２―

３
・
鴨
池
中
）

海
原

愛
莉
（
２―

７
・
知
覧
中
）

馬
場
凜
子
（
２―

７
・
甲
南
中
）

平
井
春
菜
（
２―

７
・
伊
敷

中
）第

47
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

声
楽
部
門

１
位

久
保
光
暖

（
３―

７
・
長
田
中
）

編
集
後
記
三
年
生
の
皆

さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
は
「
卒
業
」
を
意
識

し
た
紙
面
を
企
画
し
ま
し
た
。
是

非
楽
し
ん
で
読
ん
で
く
だ
さ
る

と
嬉
し
い
で
す
。
〔
立
野
美
吹
〕

冬
季
の

松
陽
生
の
活
躍

第３号 （2） 松 陽 ス ピ リ ッ ト 2025年（令和７年）３月３日（月）

Ｑ

松
陽
高
校
の
校
長
を
勇
退

さ
れ
る
に
あ
た
り
思
う
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ

あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
赴
任

で
、
最
初
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ

前
の
教
育
活
動
に
何
と
か
戻
す

の
に
必
死
で
し
た
。
今
や
っ
と
、

学
校
行
事
が
当
た
り
前
に
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
マ
ス
ク
を
外

し
た
生
徒
た
ち
の
笑
顔
を
も
う

少
し
見
て
い
た
い
な
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

松
陽
高
校
の
校
長
と
し
て

の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ

２
年
目
に
創
立

40
周
年
記

念
で
、
一
期
生
の
沢
村
一
樹
さ

ん
が
来
校
さ
れ
、
お
話
し
で
き

た
こ
と
や
、
３
年
目
に
は
「
２

０
２
３
か
ご
し
ま
総
文
」
が
開

催
さ
れ
、
県
高
文

連
会
長
と
し
て
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
、
悠
仁
親
王
殿
下
と
お
話
で

き
た
こ
と
は
貴
重
な
機
会
で
し

た
。し

か
し
、
思
い
出
と
い
え
ば
、

文
化
祭
や
体
育
祭
が
す
ぐ
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
県
内
最
大
の

川
商
ホ
ー
ル
で
実
施
し
た
文
化

祭
や
体
育
コ
ー
ス
生
の
集
団
行

動
は
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

Ｑ

教
職
生
活
を
振
り
返
っ
て

の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ

教
師
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成
元
年
は
大
口
高
校
勤
務

で
、
１
年
目
は
経
験
の
な
い
サ
ッ

カ
ー
部
の
顧
問
で
し
た
。
１
年

先
に
高
校
の
理
科
の
教
員
と
し

て
働
い
て
い
た
先
輩
が
同
じ
く

サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
を
し
て
い

た
の
で
、
早
速
４
月
の
日
曜
日

に
、
練
習
試
合
を
お
願
い
し
た

の
が
こ
こ
松
陽
高
校
で
し
た
。

貸
し
切
り
バ
ス
で
訪
れ
た
松

陽
は
、
ま
だ
創
立
７
年
目
で
、

周
り
に
は
ほ
と
ん
ど
住
宅
は
な

く
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
と
て
も

広
い
グ
ラ
ン
ド
と
き
れ
い
な
校

舎
の
学
校
で
し
た
。
教
師
と
し

て
の
最
初
と
最
後
が
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
に
縁
を

感
じ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
当

時
の
松
陽
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
も
す
で
に

強
豪
で
し
た
が
、

大
口
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
練
習

試
合
で
は
勝
つ
こ
と
が
で

き
、
そ
の
勢
い
で
５
月
の

県
総
体
は
で
は
初
戦
で
シ
ー

ド
の
れ
い
め
い
高
校
に
Ｐ

Ｋ
戦
の
末
勝
利
、
そ
し
て

勝
ち
上
が
り
３
位
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
が
自
信
を
付
け
て
い
く

様
子
や
可
能
性
を
広
げ
て

い
く
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
た
こ
の
経
験
が
、
そ

の
後
の
教
師
と
し
て
の
や

る
気
に
繋
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

Ｑ

松
陽
生
に
伝
え
た
い
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ

松
陽
生
は
素
直
で
優
し
い

生
徒
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

色
あ
る
学
科
・
コ
ー
ス
も
あ
っ

て
個
性
溢
れ
る
生
徒
や
目
標
を

持
っ
て
ひ
た
す
ら
に
己
を
琢

（
み
が
）
い
て
い
る
者
も
い
ま

す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
自
分

に
自
信
を
持
て
な
い
生
徒
が
多

い
気
が
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
し
っ

か
り
と
勉
学
に
励
ん
で
欲
し
い
。

好
き
な
教
科
を
つ
く
っ
て
欲
し

い
。
そ
こ
ら
か
ら
自
信
が
も
て

る
何
か
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま

す
。

Ｑ

こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
れ
た

い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ

や
は
り
、
化
学
や
ラ
グ
ビ
ー

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
。
「
わ

か
る
」
「
で
き
る
」
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
世
界
の
見
方
が

変
わ
る
・
広
が
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
あ
と
、
部
屋
に
積
み
重

な
っ
た
ま
ま
の
本
を
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
読
み

た
い
で
す
。

〔
上
栗
悠
生
依
〕

ジ
ャ
ニ
ス
洋
菓
子
店

は
石
谷
町
に
あ
る
お
し
ゃ

れ
で
上
品
な
雰
囲
気
が

漂
う
お
店
。
二
俣
武
志

さ
ん
（
47
）
、
香
苗
さ

ん
ご
夫
婦
が
ふ
る
さ
と

の
松
元
に
２
０
１
７
年

に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
。

お
二
人
は
松
元
中
の
同
級
生
。

お
店
に
入
る
と
色
と
り
ど
り

の
可
愛
ら
し
い
ケ
ー
キ
や
、
一

つ
一
つ
丁
寧
に
包
装
さ
れ
た
焼

き
菓
子
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
る
。

店
内
に
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス

も
あ
り
、
外
の
景
色
を
見
な
が

ら
、
美
味
し
い
紅
茶
と
一
緒
に

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
は
、
私
た
ち
も
ケ
ー
キ

と
紅
茶
を
を
い
た
だ
き
な
が
ら

話
を
う
か
が
っ
た
。
い
た
だ
い

た
の
は
店
名
を
冠
し
た
ケ
ー
キ

「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
」
（
５
８
０
円

税
抜
）
と
、
お
店
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
焼
き
菓

子
「
カ
ヌ
レ
」
（
３
０
０
円
税

抜
）
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
は
フ
ラ

ン
ボ
ワ
ー
ズ
の
酸
味
と
ピ
ス
タ

チ
オ
ム
ー
ス
が
マ
ッ
チ
し
た
上

品
な
味
。
杏
ジ
ャ

ム
の
層
が
い
い

ア
ク
セ
ン
ト
に
。

カ
ヌ
レ
は
、
表

面
は
パ
リ
ッ
と
、

中
は
も
っ
ち
り

と
し
た
食
感
が

楽
し
い
。
甘
さ

控
え
め
で
焼
菓

子
の
王
道
を
感

じ
る
逸
品
。
そ
う
し
た
洋
菓
子

の
味
を
一
層
引
き
立
て
る
の
が
、

多
種
の
フ
レ
ー
バ
ー
か
ら
選
べ

る
紅
茶
だ
。
奥
様
が
集
め
ら
れ

た
と
い
う
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
カ
ッ

プ
で
い
た
だ
く
と
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
一
角
で
ち
ょ
っ
と

大
人
び
た
気
分
に
な
っ
た
。

二
俣
さ
ん
に
お
す
す
め
の
商

品
を
た
ず
ね
る
と
「
そ
れ
ぞ
れ

に
思
い
入
れ
が
あ
っ
て
決
め
ら

れ
な
い
」
と
の
こ
と
。
た
だ
、

武
志
さ
ん
が
神
戸
で
修
行
し
て

い
た
時
に
出
会
っ
た
焼
菓
子
に

は
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
て
、

素
朴
で
あ
り
な
が
ら
様
々
な
表

現
が
で
き
る
点
が
魅
力
だ
と
い

う
。
ま
た
、
材
料
は
な
る
べ
く

国
産
や
地
元
鹿
児
島
の
も
の
を

使
っ
て
い
て
「
新
鮮
で
美
味
し

い
地
元
の
食
材
の
魅
力
を
伝
え

た
い
」
と
二
俣
さ
ん
。

あ
な
た
も
自
分
へ
の
ご
褒
美

に
、
素
敵
な
お
菓
子
と
優
雅
な

時
間
を
楽
し
み
に
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
。

鹿
児
島
市
石
谷
町
１
５
４
７

―

31

南
国
バ
ス
石
谷
行
（
コ

ス
モ
ス
園
前
）
よ
り
徒
歩
５
分

営
業
時
間
11
～
19
時
（
日
曜

日
は
17
時
ま
で
）〔

立
野
美
吹
〕

松
陽
高
校
生
に
お
す
す
め

の
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す

る
「
松
陽
グ
ル
レ
ポ
探
検
隊
」
。

学
校
周
辺
の
お
店
を
訪
ね
、
高

校
生
記
者
の
目
線
で
お
店
の
魅

力
を
紹
介
す
る
。

第
３
回
は
、
宝
石
の
よ
う
な

美
し
い
ケ
ー
キ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
焼
き
菓
子
が
人
気
の
「
ジ
ャ

ニ
ス
洋
菓
子
店
」
だ
。

写
真･

美
術･

吹
奏
楽
が
活
躍

１
・
２
年
生
が
台
頭

ジャニス洋菓子店

〔新入部員募集中！〕新聞同好会の仲間を募集中。兼部ＯＫ。自分の思いが形になる楽しい活動です。一緒に松陽高校の魅力を発信しませんか？ 毎週火・木に講義室Ⅱで活動中です。

素
敵
な
笑
顔
の
お
二
人
。
奥
様
は
本
校
11
期
生

「
男
性
も
立
ち
寄
り
や
す
い
大

人
な
雰
囲
気
を
意
識
し
た
」
と

い
う
お
店
。
大
人
気
の
ケ
ー
キ

は
早
く
売
り
切
れ
る
こ
と
も
。

▲ 上品な甘さの
ケーキ「ＪＡＮＩＳ」と
紅茶で優雅な気分に

▼ お店のシン
ボルマークの焼
菓子「カヌレ」

田嶋 吾富 先生

た じ ま あ と む

県立松陽高等学校
第16代校長

1964年（昭和39年）生

まれ。串木野市（現いちき

串木野市）出身 伊集院高

校、鹿児島大学理学部化学

科卒業後、鹿児島県の高校

理科の教諭として、大口高

校（５年）、大島高校（５

年）、出水高校（８年）、

鶴丸高校（８年）に勤務し、

加世田高校（教頭２年）、

国分高校（教頭２年）、喜

界高校（校長２年）、松陽

高校（校長４年）と管理職

を歴任された。学生時代

からラグビー部に所属し、

教員時代も30代後半まで社

会人としてプレーし、大口

高校２年目から鶴丸高校勤

務までは全ての学校でラグ

ビー部の顧問・レフェリー

として活躍した。

本
校
校
長
を
４
年
間
務
め
ら
れ
た
田
嶋
吾
富
先
生
が
、
今
年
度
を
も
っ
て
役

職
定
年
を
迎
え
る
。
「O

ne
fo

r
al

l
all

f
or

on
e

」
の
精
神
で
松
陽

生
を
導
い
て
こ
ら
れ
、
い
つ
も
や
さ
し
く
生
徒
に
語
り
か
け
る
姿
が
印
象
的
な

校
長
先
生
。
ご
勇
退
に
あ
た
り
、
今
の
思
い
を
お
聞
き
し
た
。

田
嶋
校
長

勇
退
へ

化
学
・
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力

伝
え
続
け
た
い

大島高校ラグビー部顧問として指導されていた頃の
1枚（本人左端）奄美市名瀬の大島高校の上部グ
ラウンドにて

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
手
に
松
陽
高
校
で
の

日
々
を
振
り
返
る
田
嶋
校
長


